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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一つのフィールドが複数のサブフィールドに分割されて駆動される発光表示装置におい
て，
　選択信号を伝達する第１走査線と第２走査線とを含む複数の走査線と，
　画像を示すデータ信号を各々伝達する第１データ線と第２データ線とを含む複数のデー
タ線と，
　前記走査線と前記データ線に連結される複数の画素回路と，
を含み，
　前記画素回路は，
　印加される電流に対応する光を発し，各々互いに異なる色相の光を発する少なくとも二
つの発光素子と，
　前記選択信号に応答して伝達される前記データ信号に対応する電圧を貯蔵するキャパシ
タと，
　前記キャパシタに貯蔵された電圧に対応する電流を出力する第１トランジスタと，
を含み，
　前記複数のサブフィールドのうち第１サブフィールドで前記第１走査線と前記第１デー
タ線に連結された第１画素回路では第１色相，前記第１走査線と前記第２データ線に連結
された第２画素回路では前記第１色相とは異なる色相の発光素子が発光を始め，
　前記第２走査線と前記第１データ線に連結された第３画素回路では前記第１色相とは異
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なる第２色相，前記第２走査線と前記第２データ線に連結された第４画素回路では前記第
２色相とは異なる色相の発光素子が発光を始めることを特徴とする，発光表示装置。
【請求項２】
　前記画素回路は前記走査線からの選択信号に応答して前記データ線からのデータ信号を
前記キャパシタに伝達する第２トランジスタをさらに含むことを特徴とする，請求項１に
記載の発光表示装置。
【請求項３】
　前記画素回路は前記第１トランジスタと前記少なくとも二つの発光素子の間に各々連結
される少なくとも二つの第３トランジスタをさらに含み，
　前記第３トランジスタの動作によって前記少なくとも二つの発光素子のうちの一つの色
相の発光素子が発光することを特徴とする，請求項２に記載の発光表示装置。
【請求項４】
　前記少なくとも二つの第３トランジスタのゲートに各々連結され，前記第３トランジス
タの動作を制御する制御信号を伝達する少なくとも二つの第３信号線をさらに含み，
　前記第３信号線を通って伝達される制御信号のうちのいずれか一つの制御信号によって
前記第３トランジスタのうちのいずれか一つが導通し，前記第１トランジスタから前記少
なくとも二つの発光素子のうちのいずれか一つの発光素子に前記電流が印加されることを
特徴とする，請求項３に記載の発光表示装置。
【請求項５】
　前記複数のサブフィールドのうち第２サブフィールドにおいて，第１画素回路では第１
色相とは異なる第３色相，前記第２画素回路では前記第３色相とは異なる色相の発光素子
が発光を始め，前記第３画素回路では前記第３色相とは異なる第４色相，前記第４画素回
路では前記第４色相とは異なる色相の発光素子が発光を始めることを特徴とする，請求項
１に記載の発光表示装置。
【請求項６】
　一つのフィールドの間に前記少なくとも二つの発光素子は各々少なくとも１度発光する
ことを特徴とする，請求項１～５のいずれかに記載の発光表示装置。
【請求項７】
　前記少なくとも二つの発光素子は前記第１色相の発光素子，前記第２色相の発光素子及
び前記第１及び第２色相とは異なる第３色相の発光素子を含み，
　前記画素回路は，
　前記第１トランジスタと前記第１色相の発光素子との間に連結される第３トランジスタ
，前記第１トランジスタと前記第２色相の発光素子との間に連結される第４トランジスタ
，そして前記第１トランジスタと前記第３色相の発光素子との間に連結される第５トラン
ジスタをさらに含むことを特徴とする，請求項２に記載の発光表示装置。
【請求項８】
　前記複数のサブフィールドのうち第２サブフィールドにおいて，前記第１画素回路では
前記第２色相の発光素子が発光を始め，前記第２画素回路では前記第２色相とは異なる色
相の発光素子が発光を始め，
　前記複数のサブフィールドのうちの第３サブフィールドにおいて，前記第１画素回路で
は前記第３色相の発光素子が発光を始め，前記第２画素回路では前記第３色相とは異なる
色相の発光素子が発光を始めることを特徴とする，請求項７に記載の発光表示装置。
【請求項９】
　前記第２サブフィールドで前記第３画素回路では前記第３色相の発光素子が発光を始め
，
　前記第３サブフィールドで前記第３画素回路では前記第１色相の発光素子が発光を始め
ることを特徴とする，請求項８に記載の発光表示装置。
【請求項１０】
　前記第１～第３サブフィールドにおいて，前記第１走査線と前記複数のデータ線のうち
第３データ線に連結された第５画素回路では前記第１及び第２画素回路で発光を始めた発
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光素子とは異なる色相の発光素子が発光を始めることを特徴とする，請求項８に記載の発
光表示装置。
【請求項１１】
　前記第１～第３サブフィールドにおいて，前記複数の走査線のうち第３走査線と前記第
１データ線に連結された第６画素回路では前記第１及び第３画素回路で発光を始めた発光
素子とは異なる色相の発光素子が発光を始めることを特徴とする，請求項１０に記載の発
光表示装置。
【請求項１２】
　一つのフィールドの間に前記第１～第３色相の発光素子は各々少なくとも１度発光する
ことを特徴とする，請求項７～１１のいずれかに記載の発光表示装置。
【請求項１３】
　一つのフィールドが複数のサブフィールドに分割されて駆動される発光表示装置におい
て，
　選択信号を伝達する複数の走査線と，
　画像を示すデータ信号を伝達する複数のデータ線と，
　前記走査線と前記データ線に連結される複数の画素回路と，
を含み，
　前記画素回路は，
　印加される電流の大きさに対応する光を発し，各々互いに異なる色相の光を発する少な
くとも二つの発光素子と，
　少なくとも一つのサブフィールドごとに前記選択信号に応答して前記発光素子のうちの
いずれか一つに対応する前記データ信号を伝達する第１トランジスタと，
　前記第１トランジスタから伝達される前記データ信号に対応する電圧を貯蔵するキャパ
シタと，
　前記キャパシタに貯蔵された電圧に対応する電流を出力する第２トランジスタと，
　前記第２トランジスタからの電流を前記データ信号に対応する色相の発光素子に選択的
に出力するスイッチング部と，
を含み，
　前記複数のサブフィールドのうち第１サブフィールドにおいて，少なくとも一つの走査
線を含む第１グループの走査線に前記選択信号が印加される時，少なくとも一つのデータ
線を含む第１グループのデータ線には第１色相の発光素子に対応するデータ信号が印加さ
れ，少なくとも一つのデータ線を含む第２グループのデータ線には前記第１色相とは異な
る第２色相の発光素子に対応するデータ信号が印加されることを特徴とする，発光表示装
置。
【請求項１４】
　前記第１サブフィールドにおいて，前記第１グループの走査線に前記選択信号が印加さ
れる時，少なくとも一つのデータ線を含む第３グループのデータ線には前記第１及び第２
色相とは異なる第３色相の発光素子に対応するデータ信号が印加されることを特徴とする
，請求項１３に記載の発光表示装置。
【請求項１５】
　前記第１サブフィールドにおいて，少なくとも一つの走査線を含む第２グループの走査
線に前記選択信号が印加される時，前記第１グループのデータ線には前記第１色相とは異
なる色相の発光素子に対応するデータ信号が印加され，前記第２グループのデータ線には
前記第２色相とは異なる色相の発光素子に対応するデータ信号が印加されることを特徴と
する，請求項１３に記載の発光表示装置。
【請求項１６】
　前記複数のサブフィールドのうち第２サブフィールドにおいて，前記第１グループの走
査線に前記選択信号が印加される時，前記第１グループのデータ線には前記第１色相とは
異なる色相の発光素子に対応するデータ信号が印加され，前記第２グループのデータ線に
は前記第２色相とは異なる色相の発光素子に対応するデータ信号が印加されることを特徴
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とする，請求項１３～１５のいずれかに記載の発光表示装置。
【請求項１７】
　前記一つのフィールドの間に前記少なくとも二つの発光素子は各々少なくとも１度発光
することを特徴とする，請求項１６に記載の発光表示装置。
【請求項１８】
　行列形態で配列された複数の画素回路を含み，前記画素回路は印加される電流の大きさ
に対応する光を発し，各々互いに異なる色相の光を発する少なくとも二つの発光素子と少
なくとも一つのスイッチング素子を通って前記発光素子に連結され前記発光素子のうちの
いずれか一つの発光素子に電流を供給するトランジスタを含む発光表示装置を駆動する方
法において，
　一つのフィールドの間に，
　少なくとも一つの行を含む第１グループの行と少なくとも一つの列を含む第１グループ
の列に位置する第１画素回路で第１色相の発光素子を発光させ，前記第１グループの行と
少なくとも一つの列を含む第２グループの列に位置する第２画素回路で前記第１色相とは
異なる第２色相の発光素子を発光させる段階と，
　前記第１及び第２画素回路で各々前記第１色相及び第２色相の発光素子が発光し第１期
間が経過した後，前記第１及び第２画素回路で各々前記第１色相とは異なる色相及び前記
第２色相とは異なる色相の発光素子を発光させる段階と，
を含むことを特徴とする，発光表示装置の駆動方法。
【請求項１９】
　少なくとも一つの行を含む第２グループの行と前記第１グループの列に位置する第３画
素回路で前記第１色相とは異なる第３色相の発光素子を発光させる段階と，
　前記第３画素回路で前記第３色相の発光素子が発光し，前記第１期間が経過した後，前
記第３画素回路で前記第３色相とは異なる色相の発光素子を発光させる段階と，
をさらに含むことを特徴とする，請求項１８記載の発光表示装置の駆動方法。
【請求項２０】
　一つのフィールドの間に前記少なくとも一つの発光素子は各々少なくとも１度発光する
ことを特徴とする，請求項１８または１９に記載の発光表示装置の駆動方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は発光表示装置及びその駆動方法に関し，特に有機物質の電界発光を利用した有
機電界発光（以下，“有機ＥＬ”と言う）表示装置及びその駆動方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に有機ＥＬ表示装置は，蛍光性有機化合物を電気的に励起して発光させる表示装置
であって，行列形態に配列された有機発光セルを駆動して映像を表現できる。このような
有機発光セルはダイオード特性を有するために，有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）と呼ば
れ，アノード電極層，有機薄膜，カソード電極層の構造を有している。そしてアノード電
極及びカソード電極を通って注入される正孔と電子が有機薄膜中で結合して発光が起きる
。このように，有機発光セルは注入される電子及び正孔の量，つまり，印加される電流の
大きさによって発光する量が変わる。
【０００３】
　このような有機ＥＬ表示装置は，多様な色相を表現するために一つの画素が各々の色相
を有する複数の副画素からなり，このような副画素で発光する色相の組み合わせで色相が
表現される。一般に，一つの画素は赤色（Ｒ）を表示する副画素，緑色（Ｇ）を表示する
副画素及び青色（Ｂ）を表示する副画素からなり，これら赤色，緑色及び青色の組み合わ
せで色相が表現される。
【０００４】
　しかし，有機ＥＬ表示装置では，副画素別に有機ＥＬ素子を駆動するための駆動トラン
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ジスタ，スイッチングトランジスタ及びキャパシタが形成される。また，副画素別にデー
タ信号を伝達するためのデータ線及び電源電圧（ＶＤＤ）を伝達するための電源線が形成
される。そのために，一つの画素に形成されるトランジスタ，キャパシタ及び電圧または
信号を伝達するための配線が多く必要となって，画素内部にこれらを配置するのに難しさ
があり，また，画素の発光領域面積率に相当する開口率が，前記部品の配置により減少す
るという問題点がある。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明が目的とする技術的課題は，開口率を向上させることができる発光表示装置を提
供することにある。
【０００６】
　本発明の他の技術的課題は，画素内部に含まれる素子の構成及び配線を単純化すること
ができる発光表示装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　このような課題を解決するために本発明は，一つの画素内で複数の発光素子を駆動する
駆動部を共有する。
【０００８】
　本発明の一つの特徴によると，選択信号を伝達する第１走査線と第２走査線を含む複数
の走査線，画像を示すデータ信号を各々伝達する第１データ線と第２データ線を含む複数
のデータ線，前記走査線と前記データ線に連結される複数の画素回路を含み，一つのフィ
ールドが複数のサブフィールドに分割されて駆動される発光表示装置が提供される。本発
明の画素回路は，印加される電流に対応する光を発し，各々互いに異なる色相の光を発す
る少なくとも二つの発光素子，前記選択信号に応答して伝達される前記データ信号に対応
する電圧を貯蔵するキャパシタ，そして前記キャパシタに貯蔵された電圧に対応する電流
を出力する第１トランジスタを含む。前記複数のサブフィールドのうち第１サブフィール
ドにおいて，前記第１走査線と前記第１データ線に連結された第１画素回路では第１色相
，前記第１走査線と前記第２データ線に連結された第２画素回路では前記第１色相とは異
なる色相の発光素子が発光を始め，前記第２走査線と前記第１データ線に連結された第３
画素回路では第１色相とは異なる第２色相，前記第２走査線と前記第２データ線に連結さ
れた第４画素回路では前記第２色相とは異なる色相の発光素子が発光を始める。
【０００９】
　本発明の一つの実施例によると，前記少なくとも二つの発光素子は前記第１色相の発光
素子，前記第２色相の発光素子及び前記第１及び第２色相とは異なる第３色相の発光素子
を含む。そして前記画素回路は，前記第１トランジスタと前記第１色相の発光素子の間に
連結される第３トランジスタ，前記第１トランジスタと前記第２色相の発光素子の間に連
結される第４トランジスタ，そして前記第１トランジスタと前記第３色相の発光素子の間
に連結される第５トランジスタをさらに含む。
【００１０】
　本発明の他の実施例によると，前記複数のサブフィールドのうち第２サブフィールドに
おいて，前記第１画素回路では前記第２色相の発光素子が発光を始め，前記第２画素回路
では前記第２色相とは異なる色相の発光素子が発光を始める。そして前記複数のサブフィ
ールドのうち第３サブフィールドにおいて，前記第１画素回路では前記第３色相の発光素
子が発光を始め，前記第２画素回路では前記第３色相とは異なる色相の発光素子が発光を
始める。
【００１１】
　本発明のまた他の実施例によると，前記第２サブフィールドにおける前記第３画素回路
では前記第３色相の発光素子が発光を始め，前記第３サブフィールドにおける前記第３画
素回路では前記第１色相の発光素子が発光を始める。
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【００１２】
　本発明のまた他の実施例によると，前記第１～第３サブフィールドで，前記第１走査線
と前記複数のデータ線のうち第３データ線に連結された第５画素回路では前記第１及び第
２画素回路で発光を始めた発光素子とは異なる色相の発光素子が発光を始める。
【００１３】
　本発明のまた他の実施例によると，前記第１～第３サブフィールドで，前記複数の走査
線のうち第３走査線と前記第１データ線に連結された第６画素回路では前記第１及び第３
画素回路で発光を始めた発光素子とは異なる色相の発光素子が発光を始める。
【００１４】
　本発明のまた他の実施例によると，一つのフィールドの間に前記第１～第３色相の発光
素子は各々少なくとも１度発光する。
【００１５】
　本発明の他の特徴によると，選択信号を伝達する複数の走査線，画像を示すデータ信号
を伝達する複数のデータ線，前記走査線と前記データ線に連結される複数の画素回路を含
み，一つのフィールドが複数のサブフィールドに分割されて駆動される発光表示装置が提
供される。本発明の画素回路は，印加される電流の大きさに対応する光を発し，各々互い
に異なる色相の光を発する少なくとも二つの発光素子，少なくとも一つのサブフィールド
ごとに前記選択信号に応答して前記発光素子のうちのいずれか一つに対応する前記データ
信号を伝達する第１トランジスタ，前記第１トランジスタから伝達される前記データ信号
に対応する電圧を貯蔵するキャパシタ，前記キャパシタに貯蔵された電圧に対応する電流
を出力する第２トランジスタ，そして前記第２トランジスタからの電流を前記データ信号
に対応する色相の発光素子に選択的に出力するスイッチング部を含む。前記複数のサブフ
ィールドのうち第１サブフィールドで，少なくとも一つの走査線を含む第１グループの走
査線に前記選択信号が印加される時，少なくとも一つのデータ線を含む第１グループのデ
ータ線には第１色相の発光素子に対応するデータ信号が印加され，少なくとも一つのデー
タ線を含む第２グループのデータ線には第１色相とは異なる第２色相の発光素子に対応す
るデータ信号が印加される。
【００１６】
　本発明のまた他の特徴によると，行列形態に配列された複数の画素回路を含み，前記画
素回路は印加される電流の大きさに対応する光を発し，各々互いに異なる色相の光を発す
る少なくとも二つの発光素子と少なくとも一つのスイッチング素子を通って前記発光素子
に連結されて前記発光素子のうちのいずれか一つの発光素子に電流を供給するトランジス
タを含む発光表示装置を駆動する方法が提供される。本発明の駆動方法は，一つのフィー
ルドの間に，少なくとも一つの行を含む第１グループの行と少なくとも一つの列を含む第
１グループの列に位置する第１画素回路で第１色相の発光素子を発光させ，前記第１グル
ープの行と少なくとも一つの列を含む第２グループの列に位置する第２画素回路で前記第
１色相とは異なる第２色相の発光素子を発光させる段階，そして前記第１及び第２画素回
路で各々前記第１色相及び第２色相の発光素子が発光し，第１期間が経過した後，前記第
１及び第２画素回路で各々前記第１色相とは異なる色相及び前記第２色相とは異なる色相
の発光素子を発光させる段階を含む。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明によれば，一つの画素で多様な色相の発光素子を共通駆動及びスイッチングトラ
ンジスタとキャパシタで駆動することができるので，画素内で使用される素子の構成と電
流，電圧または信号を伝達する配線を単純化させることができる。そのために画素内の開
口率を向上させることができる。そして一つのサブフィールドで行別に異なる色相を発光
させることにより色分離現象を除去することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　以下，添付した図面を参照して本発明の実施例について本発明の属する技術分野におけ
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る通常の知識を有する者が容易に実施できるように詳細に説明する。しかし，本発明は多
様に変化した形態で実現することができ，ここで説明する実施例に限定されるものではな
い。
【００１９】
　図面では，本発明を明確に説明するために説明と関係ない部分を省略した。明細書全体
にかけて類似な部分については同一な図面符号を付けた。ある部分が他の部分と連結され
ているとする時，これは直接的に連結されている場合だけでなく，その中間に他の素子を
置いて間接的に連結されている場合も含む。
【００２０】
　次に，本発明の実施例による発光表示装置及び駆動方法について図面を参照して詳細に
説明する。そして本発明の実施例では有機ＥＬ表示装置を例として説明する。
【００２１】
［実施例１］
　図１は本発明の第１実施例による有機ＥＬ表示装置の概略的な平面図であり，図２は図
１の有機ＥＬ表示装置の画素の概略的な概念図である。
【００２２】
　図１に示すように，本発明の第１実施例による有機ＥＬ表示装置は，表示部１００，選
択走査駆動部２００，発光走査駆動部３００及びデータ駆動部４００を含む。表示部１０
０は行方向に伸びている複数の走査線Ｓ１～Ｓｎ，Ｅ１～Ｅｎ，列方向に伸びている複数
のデータ線Ｄ１～Ｄｍ及び複数の電源線ＶＤＤ及び複数の画素１１０を含む。画素は，隣
接する二つの選択走査線Ｓｋ，Ｓｋ＋１（ｋ＝１～ｎ）と隣接する二つのデータ線Ｄｊ，
Ｄｊ＋１（ｊ＝１～ｍ）によって囲まれる領域を基準にして，画素領域（ｋ，ｊ）が形成
される。図２に示すように，各画素１１０は各々赤色，緑色及び青色光を出す有機ＥＬ素
子ＯＬＥＤｒ，ＯＬＥＤｇ，ＯＬＥＤｂと，この有機ＥＬ素子ＯＬＥＤｒ，ＯＬＥＤｇ，
ＯＬＥＤｂを駆動するための素子が形成されている駆動部１１１を含む。このような有機
ＥＬ素子は印加される電流の大きさに対応する明るさで光を発する。
【００２３】
　選択走査駆動部２００は当該ラインＳｋの画素にデータ信号Ｄｊ，ｋ（ｋ＝１～ｎ：タ
イミング番号）が印加できるように，当該ラインＳｋを選択するための選択信号（単純パ
ルス）を，順次Ｄｊ，ｋに同期させて選択走査線Ｓｋ（ｋ＝１～ｎ）に伝達し，発光走査
駆動部３００は有機ＥＬ素子ＯＬＥＤｒ，ＯＬＥＤｇ，ＯＬＥＤｂの発光を制御するため
の発光信号を順次に発光走査線Ｅ１～Ｅｎに伝達する。そしてデータ駆動部４００は選択
信号が順次に印加されるたびに選択信号が印加されたラインＳｋの画素（ｋ，ｊ）に対応
するデータ信号Ｄｊ，ｋをデータ線Ｄｊに印加する。
【００２４】
　そして選択及び発光走査駆動部２００，３００とデータ駆動部４００は，各々表示部１
００が形成された基板に電気的に連結される。実装法としては，走査駆動部２００，３０
０及び／またはデータ駆動部４００を表示部１００の基板上に直接装着することもでき，
また表示部１００の基板に，走査線，データ線及びトランジスタと同一層で形成した駆動
回路に置き換えることもできる。更に，走査駆動部２００，３００及び／またはデータ駆
動部４００をチップなどの形態にしてＴＣＰ，ＦＰＣまたはＴＡＢ（ｔａｐｅ　ａｕｔｏ
ｍａｔｉｃ　ｂｏｎｄｉｎｇ）パッケージに装着し，表示部１００の基板に接着して電気
的に連結することもできる。
【００２５】
　この時，本発明の第１実施例では一つのフィールドが３つのサブフィールドに分割され
て駆動され，３つのサブフィールドでは各々赤色，緑色及び青色のデータが記入されて発
光が行われる。このために，選択走査駆動部２００はサブフィールドごとに選択信号を順
次に選択走査線Ｓｋ（ｋ＝１～ｎ）に伝達し，発光走査駆動部３００も各色相の有機ＥＬ
素子が一つのサブフィールドで発光するように発光信号を発光走査線Ｅｋ（ｋ＝１～ｎ）
に印加する。そしてデータ駆動部４００は３つのサブフィールドで各々赤色，緑色及び青
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色の有機ＥＬ素子に各々対応するデータ信号をデータ線Ｄｊ（ｊ＝１～ｍ）に印加する。
【００２６】
　以下，図３及び図４を参照して本発明の第１実施例による有機ＥＬ表示装置の具体的な
動作について詳細に説明する。
【００２７】
　図３は本発明の第１実施例による有機ＥＬ表示装置の画素を示す回路図であり，図４は
本発明の第１実施例による有機ＥＬ表示装置の信号タイミング図である。そして図３では
第１行（１番目の行）の選択走査線Ｓ１と第１列（１番目の列）のデータ線Ｄ１に連結さ
れる電圧記入方式の画素（１，１）を示しており，図３の例では，トランジスタにｐチャ
ンネルトランジスタを用いた。また，他の行，列に接続される画素も図３に示した画素と
同一な構造を用いるので，その説明を省略する。
【００２８】
　図３に示すように，本発明の第１実施例による画素回路は，駆動トランジスタＭ１，ス
イッチングトランジスタＭ２，３つの有機ＥＬ素子ＯＬＥＤｒ，ＯＬＥＤｇ，ＯＬＥＤｂ
及び発光制御用トランジスタ（発光トランジスタ）Ｍ３ｒ，Ｍ３ｇ，Ｍ３ｂを含む。そし
て，図では一本の線である発光走査線Ｅ１は，３つの発光信号線Ｅ１ｒ，Ｅ１ｇ，Ｅ１ｂ
を意味し，図３に示していないが，残りの発光走査線Ｅ２～Ｅｎも各々３つの発光信号線
Ｅ２ｒ～Ｅｎｒ，Ｅ２ｇ～Ｅｎｇ，Ｅ２ｂ～Ｅ２ｂを意味する。このように接続された発
光トランジスタＭ３ｒ，Ｍ３ｇ，Ｍ３ｂと発光信号線Ｅ１ｒ，Ｅ１ｇ，Ｅ１ｂは駆動トラ
ンジスタＭ１からの電流を有機ＥＬ素子ＯＬＥＤｒ，ＯＬＥＤｇ，ＯＬＥＤｂに選択的に
伝達するためのスイッチング部を形成する。
【００２９】
　具体的には，スイッチングトランジスタＭ２のゲートは選択走査線Ｓ１に連結され，ソ
ースはデータ線Ｄ１に連結されていて，選択走査線Ｓ１からの選択信号に応答して，デー
タ線Ｄ１からのデータ電圧がトランジスタＭ２のドレインに伝達される。駆動トランジス
タＭ１は，ソースが電源電圧ＶＤＤを供給する正極側の電源線ＶＤＤに連結され，ゲート
がスイッチングトランジスタＭ２のドレインに連結されており，駆動トランジスタＭ１の
ソースとゲートとの間にキャパシタＣ１が連結されている。そして駆動トランジスタＭ１
のドレインには発光トランジスタＭ３ｒ，Ｍ３ｇ，Ｍ３ｂのソースが各々連結されており
，トランジスタＭ３ｒ，Ｍ３ｇ，Ｍ３ｂのゲートには各々発光信号線Ｅ１ｒ，Ｅ１ｇ，Ｅ
１ｂが連結されている。発光トランジスタＭ３ｒ，Ｍ３ｇ，Ｍ３ｂのドレインには各々有
機ＥＬ素子ＯＬＥＤｒ，ＯＬＥＤｇ，ＯＬＥＤｂのアノードが連結されており，有機ＥＬ
素子ＯＬＥＤｒ，ＯＬＥＤｇ，ＯＬＥＤｂのカソードにはＶＤＤ電圧より低い電源電圧Ｖ
ＳＳが負極側の電源線ＶＳＳから印加される。このような電源電圧ＶＳＳとしては負の電
圧または接地電圧を使用することができる。
【００３０】
　スイッチングトランジスタＭ２は，選択走査線Ｓ１からの低レベル（電圧ＶＳＳに近い
電圧状態）の選択信号に応答して，データ線Ｄ１からのデータ電圧を駆動トランジスタＭ
１のゲートに伝達し，トランジスタＭ１のゲートに伝達されたデータ電圧と電源電圧ＶＤ
Ｄの差に相当する電圧がキャパシタＣ１に貯蔵される。そして発光トランジスタＭ３ｒが
発光信号線Ｅ１ｒからの低レベルの発光信号に応答して導通すれば，キャパシタＣ１に貯
蔵された電圧に対応する電流が，駆動トランジスタＭ１から赤色の有機ＥＬ素子ＯＬＥＤ
ｒに伝達されて発光が行われる。同様に，発光トランジスタＭ３ｇが発光信号線Ｅ１ｇか
らの低レベル発光信号に応答して導通すれば，キャパシタＣ１に貯蔵された電圧に対応す
る電流が，駆動トランジスタＭ１から緑色の有機ＥＬ素子ＯＬＥＤｇに伝達されて発光が
行われる。また，発光トランジスタＭ３ｂが発光信号線Ｅ１ｂからの低レベル発光信号に
応答して導通すれば，キャパシタＣ１に貯蔵された電圧に対応する電流が，駆動トランジ
スタＭ１から青色の有機ＥＬ素子ＯＬＥＤｂに伝達されて発光が行われる。そして一つの
画素が赤色，緑色及び青色を各々独立に表示できるように，３つの発光信号線に各々印加
される３つの発光信号は一つのフィールド期間内に重複されない低レベル期間を各々有す
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る。
【００３１】
　以下，図４を参照して本発明の第１実施例による有機ＥＬ表示装置の駆動方法について
詳細に説明する。図４では一つのＴＶ画面である１ＴＶフィールドが３つのサブフィール
ド１ＳＦ，２ＳＦ，３ＳＦに分割され，各サブフィールド１ＳＦ，２ＳＦ，３ＳＦでは各
画素の発光素子である赤色，緑色及び青色有機ＥＬ素子ＯＬＥＤｒ，ＯＬＥＤｇ，ＯＬＥ
Ｄｂを駆動するための信号が印加される。そして図４ではこれらサブフィールド１ＳＦ，
２ＳＦ，３ＳＦの期間を同一に示した（各色の特性に応じて期間を調整してもよい）。
【００３２】
　サブフィールド１ＳＦではまず，第１行の選択走査線Ｓ１に低レベルの選択信号が印加
される時，各データ線（Ｄ１～Ｄｍ（Ｓ１））あるいは（Ｄ１，１～Ｄｍ，１）には第１
行画素の赤色に対応するデータ電圧Ｒが印加される。そして第１行発光信号線Ｅ１ｒに低
レベルの発光信号が印加される。その結果，第１行各画素のスイッチングトランジスタＭ
２を通ってデータ電圧ＲがキャパシタＣ１に印加され，キャパシタＣ１にデータ電圧Ｒに
対応する電圧が充電される。そして第１行画素の発光トランジスタＭ３ｒが導通してキャ
パシタＣ１に貯蔵されたゲート－ソース電圧に対応する電流が駆動トランジスタＭ１から
赤色の有機ＥＬ素子ＯＬＥＤｒに伝達されて発光が行われる。
【００３３】
　次に，第２行の選択走査線Ｓ２に低レベルの選択信号が印加される時，各データ線（Ｄ
１～Ｄｍ（Ｓ２））あるいは（Ｄ１，２～Ｄｍ，２）には第２行画素の赤色に対応するデ
ータ電圧Ｒが印加される。そして第２行の発光信号線Ｅ２ｒに低レベルの発光信号が印加
される。その結果，第２行画素の各赤色有機ＥＬ素子ＯＬＥＤｇに各データ線Ｄ１～Ｄｍ
からのデータ電圧Ｒに対応する電流が供給されて発光が行われる。
【００３４】
　このように順次に第３から（ｎ－１）番目行の画素にデータ電圧を印加して赤色有機Ｅ
Ｌ素子ＯＬＥＤｒを発光させる。そしてｎ番目行の選択走査線Ｓｎに低レベルの選択信号
が印加される時，データ線（Ｄ１～Ｄｍ（Ｓｎ））あるいは（Ｄ１，ｎ～Ｄｍ，ｎ）にｎ
番目行の画素の赤色に対応するデータ電圧Ｒが印加され，ｎ番目行の発光信号線Ｅｎｒに
低レベルの発光信号が印加される。その結果，ｎ番目行の画素の各赤色有機ＥＬ素子ＯＬ
ＥＤｇに各データ線Ｄ１～Ｄｍからのデータ電圧Ｒに対応する電流が供給されて発光が行
われる。
【００３５】
　このようにして，サブフィールド１ＳＦでは表示部１００に形成された各画素に赤色に
対応するデータ電圧Ｒを印加する。そして発光信号線Ｅ１ｒ～Ｅｎｒに印加される発光信
号は一定期間続けて低レベルに維持され，発光信号が低レベルである間に当該発光信号が
印加された発光トランジスタＭ３ｒに連結された有機ＥＬ素子ＯＬＥＤｒは継続して発光
する。図４ではこの期間をサブフィールド１ＳＦと同一な期間で示した。つまり，各画素
で赤色有機ＥＬ素子ＯＬＥＤｒはサブフィールドに対応する期間の間に印加されたデータ
電圧に対応する輝度で発光する。
【００３６】
　次のサブフィールド２ＳＦでは前記サブフィールド１ＳＦと同様に第１行からｎ番目行
の選択走査線Ｓ１～Ｓｎに低レベルの選択信号が順次に印加され，各選択走査線Ｓ１～Ｓ
ｎに選択信号が印加される時，データ線Ｄ１～Ｄｍには当該行の画素の緑色に対応するデ
ータ電圧Ｇが印加される。そして選択走査線Ｓ１～Ｓｎに低レベルの選択信号が順次に印
加されることに同期して発光信号線Ｅ１ｇ～Ｅｎｇにも低レベルの発光信号が順次に印加
される。その結果，印加されたデータ電圧に対応する電流が発光トランジスタＭ３ｇを通
って緑色有機ＥＬ素子ＯＬＥＤｇに伝達されて発光が行われる。
【００３７】
　次のサブフィールド３ＳＦでも前記サブフィールド１ＳＦと同様に第１行からｎ番目行
の選択走査線Ｓ１～Ｓｎに低レベルの選択信号が順次に印加され，各選択走査線Ｓ１～Ｓ



(10) JP 4102368 B2 2008.6.18

10

20

30

40

50

ｎに選択信号が印加される時，データ線Ｄ１～Ｄｍには当該行の画素の青色に対応するデ
ータ電圧Ｂが印加される。そして選択走査線Ｓ１～Ｓｎに低レベルの選択信号が順次に印
加されることに同期して発光信号線Ｅ１ｂ～Ｅｎｂにも低レベルの発光信号が順次に印加
される。その結果，印加されたデータ電圧Ｂに対応する電流が発光トランジスタＭ３ｂを
通って青色有機ＥＬ素子ＯＬＥＤｂに伝達されて発光が行われる。
【００３８】
　このように，本発明の第１実施例による有機ＥＬ表示装置の駆動方法によれば，一つの
フィールドが３つのサブフィールドに分割されて順次に駆動される。そして各サブフィー
ルドでは一つの画素で一つの色相の有機ＥＬ素子のみが発光して，３つのサブフィールド
を通る時，順次に３色（赤色，緑色及び青色）の有機ＥＬ素子が発光して色相が表示され
る。
【００３９】
　そして図４では，有機ＥＬ表示装置が単一走査の順次走査方式で駆動されることを示し
たが，本発明はこれに限定されず，二重走査方式，インタレース走査方式または他の方式
で走査方式に適用することもできる。
【００４０】
　また，本発明の第１実施例では赤色，緑色及び青色の有機ＥＬ素子が同じ期間続けて発
光すると表示した。しかし，各色相の有機ＥＬ素子の効率が異なって，同じ期間だけ発光
する場合にはホワイトバランス（赤，緑，青の輝度平衡）が合わない場合がある。この時
は各色相の有機ＥＬ素子の発光期間を異なるようにすることができ，このような実施例に
ついて図５を参照して説明する。
【００４１】
［実施例２］
　図５は本発明の第２実施例による有機ＥＬ表示装置の信号タイミング図である。
【００４２】
　図５では，図４と異なって，赤色に対応する発光信号線Ｅ１ｒ～Ｅｎｒに印加される発
光信号，緑色に対応する発光信号線Ｅ１ｇ～Ｅｎｇに印加される発光信号及び青色に対応
する発光信号線Ｅ１ｂ～Ｅｎｂに印加される発光信号の低レベル期間が異なる。前述のよ
うに有機ＥＬ素子の発光期間は当該有機ＥＬ素子が連結された発光トランジスタＭ３ｒ，
Ｍ３ｇ，Ｍ３ｂのゲートに印加される発光信号の低レベル期間によって決定される。した
がって，発光信号の低レベル期間を異ならせれば，各有機ＥＬ素子の発光時間を異ならせ
ることができる。
【００４３】
　図５では，例えば赤色有機ＥＬ素子ＯＬＥＤｒに連結されたトランジスタＭ３ｒのゲー
トに連結された発光信号線Ｅ１ｒ～Ｅｎｒに印加される発光信号の低レベル期間を最も長
くし，青色有機ＥＬ素子ＯＬＥＤｂに連結されたトランジスタＭ３ｂのゲートに連結され
た発光信号線Ｅ１ｂ～Ｅｎｂに印加される発光信号の低レベル期間を最も短くした。その
結果，一つのフィールドの間に赤色有機ＥＬ素子ＯＬＥＤｒの発光時間が長く，青色有機
ＥＬ素子ＯＬＥＤｂの発光時間が短くなる。もし，赤色有機ＥＬ素子ＯＬＥＤｒの発光効
率が最も悪く，青色有機ＥＬ素子ＯＬＥＤｂの発光効率が最も良い場合には，このように
すればホワイトバランスが合う。
【００４４】
　そして図４及び図５では赤色，緑色及び青色の順に発光するようにしたが，順序はこれ
に限定されず，他の順に発光することもできる。また，一つのフィールドを３つのサブフ
ィールドに分割せず，４つのサブフィールドに分割して残り一つのサブフィールドで一色
相の有機ＥＬ素子をさらに発光させることもでき，２色相または全ての色相の有機ＥＬ素
子を同時に駆動することもできる。そして３つの有機ＥＬ素子でなく白色を表示する有機
ＥＬ素子をさらに追加して一つのサブフィールドの間に白色有機ＥＬ素子のみを駆動した
り，４つのサブフィールドの間に４つの色相の有機ＥＬ素子を各々駆動したりすることも
できる。
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【００４５】
　また，図４及び図５に示すように一つの画素で選択信号が低レベルになると同時に発光
信号が低レベルになるものとしたが，これとは異なって選択信号が低レベルから高レベル
に転換された後，発光信号を低レベルにすることもできる。
【００４６】
［実施例３］
　つまり，図６に示すように，本発明の第３実施例では選択走査線Ｓ１に印加される選択
信号が低レベルになってデータ線Ｄ１～Ｄｍからのデータ電圧に対応する電圧が各画素の
キャパシタＣ１に記入された後，選択信号が高レベルになって，発光信号線Ｅ１ｒ，Ｅ１
ｇ，Ｅ１ｂに印加される発光信号が低レベルになる。このようにすれば，データが記入さ
れる間に有機ＥＬ素子が発光することを防止することができる。
【００４７】
　以上，本発明の第１～第３実施例では画素にｐチャンネルトランジスタのみを使用する
回路を例示したが，ｐチャンネルトランジスタだけの回路の他にｎチャンネルトランジス
タのみの回路及びｐチャンネルとｎチャンネルトランジスタの組み合わせ回路，またはこ
れと類似な機能をする他のスイッチング素子を使用した回路とすることもできる。
【００４８】
　そして本発明の第１～第３実施例では発光トランジスタＭ３ｒ，Ｍ３ｇ，Ｍ３ｂを各々
別途の発光信号線で駆動した。つまり，画素別に３つの発光信号線が使用した。しかし，
これとは異なって，二つの発光信号線のみで各画素を駆動することもでき，以下ではこの
ような実施例について図７及び図８を参照して説明する。
【００４９】
［実施例４］
　図７は本発明の第４実施例による有機ＥＬ表示装置の画素を示す回路図であり，図８は
本発明の第４実施例による有機ＥＬ表示装置の信号タイミング図である。そして図７でも
第１行の選択走査線Ｓ１と第１列のデータ線Ｄ１に連結される電圧記入方式の画素を示し
た。
【００５０】
　図７に示すように，本発明の第４実施例による画素回路は，図３の画素回路とは異なっ
て，各色相の有機ＥＬ素子に対して発光トランジスタが２つずつ直列に形成されており，
２つの発光信号線でこれら発光トランジスタが駆動される。そして一束の発光走査線Ｅ１
，つまり，３つの発光信号線Ｅ１ｒ，Ｅ１ｇ，Ｅ１が２つの発光信号線Ｅ１１，Ｅ１２に
減少し，同様に図７には示さなかったが，残り発光走査線Ｅ２～Ｅｎも各々２つの発光信
号線Ｅ２１～Ｅｎ１，Ｅ２２～Ｅｎ２になる。
【００５１】
　具体的には，駆動トランジスタＭ１のドレインと赤色有機ＥＬ素子ＯＬＥＤｒとの間に
ｐチャンネルの発光トランジスタＭ３１ｒとｎチャンネルの発光トランジスタＭ３２ｒが
直列に連結されている。駆動トランジスタＭ１のドレインと緑色有機ＥＬ素子ＯＬＥＤｇ
との間にはｎチャンネルの発光トランジスタＭ３１ｇとｐチャンネルの発光トランジスタ
Ｍ３２ｇが直列に連結されており，駆動トランジスタＭ１のドレインと青色有機ＥＬ素子
ＯＬＥＤｇとの間にはｎチャンネルの発光トランジスタＭ３１ｂ，Ｍ３２ｂが直列に連結
されている。そして発光トランジスタＭ３１ｒ，Ｍ３１ｇ，Ｍ３１ｂのゲートには発光信
号線Ｅ１１が共通に連結され，発光トランジスタＭ３２ｒ，Ｍ３２ｇ，Ｍ３２ｂのゲート
には発光信号線Ｅ１２が共通に連結される。
【００５２】
　このようにすれば，発光信号線Ｅ１１に印加される発光信号が低レベルで，発光信号線
Ｅ１２に印加される発光信号が高レベルである時，赤色有機ＥＬ素子ＯＥＬＤｒに電流が
供給され，発光信号線Ｅ１１に印加される発光信号が高レベルで発光信号線Ｅ１２に印加
される発光信号が低レベルである時，緑色有機ＥＬ素子ＯＥＬＤｇに電流が供給される。
そして発光信号線Ｅ１１，Ｅ１２に印加される発光信号が全て高レベルである時，青色有
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機ＥＬ素子ＯＬＥＤｂに電流が供給される。つまり，３つのサブフィールドでこのように
発光信号を供給すれば，赤色，緑色及び青色の有機ＥＬ素子を順次に駆動することができ
，図４の信号タイミングを見れば二つの発光信号のみでこのような駆動が可能であること
が分かる。
【００５３】
　以下に図８を参照して本発明の第４実施例による有機ＥＬ表示装置の駆動方法について
詳細に説明する。図８でも図４と同様に一つのフィールド１ＴＶが３つのサブフィールド
１ＳＦ，２ＳＦ，３ＳＦに分割され，サブフィールド１ＳＦ，２ＳＦ，３ＳＦでは各々画
素の赤色，緑色及び青色有機ＥＬ素子を駆動するための信号が印加される。
【００５４】
　図８に示すように，発光信号線Ｅ１１～Ｅｎ１に印加される発光信号は図４の発光信号
線Ｅ１ｒ～Ｅｎｒに印加される発光信号と同一タイミングを有し，また，発光信号線Ｅ１
２～Ｅｎ２に印加される発光信号は図４の発光信号線Ｅ１ｇ～Ｅｎｇに印加される発光信
号と同一タイミングを有する。
【００５５】
　サブフィールド１ＳＦでは発光信号線Ｅ１１に印加される発光信号が低レベルであって
，発光信号線Ｅ１２に印加される発光信号が高レベルであるので，発光トランジスタＭ３
１ｒとＭ３２ｒが共に導通する。したがって，赤色有機ＥＬ素子ＯＬＥＤｒに電流が供給
されて発光が行われる。しかし，発光信号線Ｅ１１に連結されたｎチャンネルのトランジ
スタＭ３１ｇとＭ３１ｂが遮断されるので，緑色及び青色有機ＥＬ素子ＯＬＥＤｇ，ＯＬ
ＥＤｂには電流が供給されない。
【００５６】
　そして，次のサブフィールド２ＳＦでは発光信号線Ｅ１１に印加される発光信号が高レ
ベルで発光信号線Ｅ１２に印加される発光信号が低レベルであるので，発光トランジスタ
Ｍ３１ｇとＭ３２ｇが共に導通する。したがって，緑色有機ＥＬ素子ＯＬＥＤｇに電流が
供給されて発光が行われる。しかし，発光信号線Ｅ１２に連結されたｎチャンネルのトラ
ンジスタＭ３１ｒとＭ３１ｂが遮断されるので赤色及び青色有機ＥＬ素子ＯＬＥＤｒ，Ｏ
ＬＥＤｂには電流が供給されない。
【００５７】
　また，次のサブフィールド３ＳＦでは発光信号線Ｅ１１，Ｅ１２に印加される発光信号
が全て高レベルであるので，発光トランジスタＭ３１ｂとＭ３２ｂが共に導通する。した
がって，青色有機ＥＬ素子ＯＬＥＤｂに電流が供給されて発光が行われる。しかし，発光
信号線Ｅ１１，Ｅ１２に各々連結されたｐチャンネルのトランジスタＭ３１ｒとＭ３２ｇ
が遮断されるので，赤色及び緑色有機ＥＬ素子ＯＬＥＤｒ，ＯＬＥＤｇには電流が供給さ
れない。
【００５８】
　このように，本発明の第４実施例では２つの発光信号線で３色の有機ＥＬ素子の発光を
制御することができる。そして図７及び図８では，トランジスタＭ３１ｒ，Ｍ３２ｇにｐ
チャンネル，トランジスタＭ３２ｒ，Ｍ３１ｇ，Ｍ３１ｂ，Ｍ３２ｂにｎチャンネルトラ
ンジスタを使用したが，図８で説明したように２つの発光信号線で制御が可能であれば，
これらトランジスタの導電タイプを異なるように組み合わせることもできる。また，本発
明の第４実施例に第２及び第３実施例を適用することもできる。
【００５９】
　以上，本発明の第１～第４実施例ではスイッチングトランジスタと駆動トランジスタの
みを使用する電圧記入方式の画素回路について説明したが，スイッチングトランジスタと
駆動トランジスタの他に駆動トランジスタのしきい電圧を補償するためのトランジスタま
たは電圧降下を補償するためのトランジスタなどを使用する電圧記入方式の画素回路にも
適用することができる。また，図５で説明した駆動波形，つまり，選択信号が低レベルで
ある間は発光信号が高レベルである駆動波形を使用すれば，電流記入方式の画素回路にも
本発明を適用することができる。
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【００６０】
　そして本発明の第１～第４実施例で一つのサブフィールドでは一つの色相の有機ＥＬ素
子を順次に発光させた後，次のサブフィールドでは他の色相の有機ＥＬ素子を順次に発光
させる。このように駆動する場合には，一瞬，表示部の上方の行で発光する色相と下方の
行で発光する色相が異なる。図４に示すように，時間的に一つのサブフィールド１ＳＦの
中間程度には表示領域の上側では赤色の有機ＥＬ素子のみが発光しており，表示領域の下
側では青色の有機ＥＬ素子のみが発光している。この瞬間に有機ＥＬ表示装置が揺れれば
，赤色領域と青色領域が分離されて表示される現象が発生することがある。一般にこのよ
うな現象を色分離現象という。
【００６１】
［実施例５］
　以下ではこのような色分離現象を除去することができる実施例について図９及び図１０
を参照して詳細に説明する。
【００６２】
　図９は本発明の第５実施例による有機ＥＬ表示装置の画素を示す回路図であり，図１０
は本発明の第５実施例による有機ＥＬ表示装置の信号タイミング図である。本発明の第５
実施例による有機ＥＬ表示装置の表示部１００は，３行３列によって形成される９個の画
素回路が繰り返される形態を有し，図９では第１行から第３行Ｓ１～Ｓ３と，第１列から
第３列Ｄ１～Ｄ３によって定義される領域に形成される９個の画素回路のみを示した。
【００６３】
　図９に示すように，第１行の走査線Ｓ１に連結される３つの画素回路において，発光信
号線Ｅ１ｒには，データ線Ｄ１に連結された画素回路のトランジスタＭ３ｒ，データ線Ｄ
２に連結された画素回路のトランジスタＭ３ｇ及びデータ線Ｄ３に連結された画素回路の
トランジスタＭ３ｂのゲートが，各々連結されている。同様に発光信号線Ｅ１ｇには，デ
ータ線Ｄ１に連結された画素回路のトランジスタＭ３ｇ，データ線Ｄ２に連結された画素
回路のトランジスタＭ３ｂ及びデータ線Ｄ３に連結された画素回路のトランジスタＭ３ｒ
のゲートが，各々連結されている。また，発光信号線Ｅ１ｂには，データ線Ｄ１に連結さ
れた画素回路のトランジスタＭ３ｂ，データ線Ｄ２に連結された画素回路のトランジスタ
Ｍ３ｒ及びデータ線Ｄ３に連結された画素回路のトランジスタＭ３ｇのゲートが，各々連
結されている。
【００６４】
　そして第２行の走査線Ｓ２に連結される３つの画素回路において，発光信号線Ｅ２ｒに
は，データ線Ｄ１に連結された画素回路のトランジスタＭ３ｇ，データ線Ｄ２に連結され
た画素回路のトランジスタＭ３ｂ及びデータ線Ｄ３に連結された画素回路のトランジスタ
Ｍ３ｒのゲートが，各々連結されている。同様に発光信号線Ｅ２ｇには，データ線Ｄ１に
連結された画素回路のトランジスタＭ３ｂ，データ線Ｄ２に連結された画素回路のトラン
ジスタＭ３ｒ及びデータ線Ｄ３に連結された画素回路のトランジスタＭ３ｇのゲートが，
各々連結されている。また，発光信号線Ｅ２ｂには，データ線Ｄ１に連結された画素回路
のトランジスタＭ３ｒ，データ線Ｄ２に連結された画素回路のトランジスタＭ３ｇ及びデ
ータ線Ｄ３に連結された画素回路のトランジスタＭ３ｂのゲートが，各々連結されている
。
【００６５】
　また，第３行の走査線Ｓ３に連結される３つの画素回路において，発光信号線Ｅ３ｒに
は，データ線Ｄ１に連結された画素回路のトランジスタＭ３ｂ，データ線Ｄ２に連結され
た画素回路のトランジスタＭ３ｒ及びデータ線Ｄ３に連結された画素回路のトランジスタ
Ｍ３ｇのゲートが，各々連結されている。同様に発光信号線Ｅ３ｇには，データ線Ｄ１に
連結された画素回路のトランジスタＭ３ｒ，データ線Ｄ２に連結された画素回路のトラン
ジスタＭ３ｇ及びデータ線Ｄ３に連結された画素回路のトランジスタＭ３ｂのゲートが，
各々連結されている。また，発光信号線Ｅ３ｂには，データ線Ｄ１に連結された画素回路
のトランジスタＭ３ｇ，データ線Ｄ２に連結された画素回路のトランジスタＭ３ｂ及びデ
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ータ線Ｄ３に連結された画素回路のトランジスタＭ３ｒのゲートが，各々連結されている
。
【００６６】
　次に画素回路の連結関係につき説明するが，表現を簡潔にするため，説明用の整数変数
ｉ，ｊについて前提を記せば，ｉとｊは，各々，行数ｎと列数ｍの関数であって，ｉはｎ
／３以下の全ての正整数，ｊはｍ／３以下の全ての正整数である。
【００６７】
　このような関係を仮定すると，（３ｉ－２）番目行の走査線（Ｓ（３ｉ－２））と（３
ｊ－２）番目列のデータ線（Ｄ（３ｊ－２））に連結される画素回路（３ｉ－２，３ｊ－
２）は，走査線Ｓ１とデータ線Ｄ１に連結される画素回路（１，１）と同一な連結関係を
有し，走査線（Ｓ（３ｉ－２））とデータ線（Ｄ（３ｊ－１））に連結される画素回路（
３ｉ－２，３ｊ－１）は走査線Ｓ１とデータ線Ｄ２に連結される画素回路（１，２）と同
一な連結関係を有し，走査線（Ｓ（３ｉ－２））とデータ線（Ｄ３ｊ）に連結される画素
回路（３ｉ－２，３ｊ）は走査線Ｓ１とデータ線Ｄ３に連結される画素回路（１，３）と
同一な連結関係を有する。換言すると，連結関係を代表する画素回路番号は，一般の画素
回路番号に，ｉ＝ｊ＝１を代入したものである。
【００６８】
　同様に，走査線（Ｓ（３ｉ－１））とデータ線（Ｄ（３ｊ－２））に連結される画素回
路は走査線Ｓ２とデータ線Ｄ１に連結される画素回路（２，１）と同一な連結関係を有し
，走査線（Ｓ（３ｉ－１））とデータ線（Ｄ（３ｊ－１））に連結される画素回路は走査
線Ｓ２とデータ線Ｄ２に連結される画素回路（２，２）と同一な連結関係を有し，走査線
（Ｓ（３ｉ－１））とデータ線Ｄ３ｊに連結される画素回路は走査線Ｓ２とデータ線Ｄ３
に連結される画素回路（２，３）と同一な連結関係を有する。
【００６９】
　更に，３ｉ番目行の走査線Ｓ３ｉとデータ線（Ｄ（３ｊ－２））に連結される画素回路
は走査線Ｓ３とデータ線Ｄ１に連結される画素回路（３，１）と同一な連結関係を有し，
走査線Ｓ３ｉとデータ線（Ｄ（３ｊ－１））に連結される画素回路は走査線Ｓ３とデータ
線Ｄ２に連結される画素回路（３，２）と同一な連結関係を有し，走査線Ｓ３ｉとデータ
線Ｄ３ｊに連結される画素回路は走査線Ｓ３とデータ線Ｄ３に連結される画素回路（３，
３）と同一な連結関係を有する。
【００７０】
　次に，図１０に示すように，サブフィールド１ＳＦにおいて，第１行の走査線Ｓ１に選
択信号が印加される時，（３ｊ－２）番目データ線（Ｄ１，Ｄ４，…，Ｄｍ－２），（３
ｊ－１）番目データ線（Ｄ２，Ｄ５，…，Ｄｍ－１）及び３ｊ番目データ線（Ｄ３，Ｄ６
，…，Ｄｍ）には各々赤色，緑色及び青色の有機ＥＬ素子ＯＬＥＤｒ，ＯＬＥＤｇ，ＯＬ
ＥＤｂに対応するデータ電圧Ｒ，Ｇ，Ｂが印加される。そして発光信号線Ｅ１ｒに発光信
号が印加されて行方向に隣接した３つの画素回路では各々赤色，緑色及び青色の有機ＥＬ
素子ＯＬＥＤｒ，ＯＬＥＤｇ，ＯＬＥＤｂが発光する。
【００７１】
　また，第２行の走査線Ｓ２に選択信号が印加される時，（３ｊ－２）番目データ線（Ｄ
１，Ｄ４，…，Ｄｍ－２），（３ｊ－１）番目データ線（Ｄ２，Ｄ５，…，Ｄｍ－１）及
び３ｊ番目データ線（Ｄ３，Ｄ６，…，Ｄｍ）には各々緑色，青色及び赤色の有機ＥＬ素
子ＯＬＥＤｇ，ＯＬＥＤｂ，ＯＬＥＤｒに対応するデータ電圧Ｇ，Ｂ，Ｒが印加される。
そして発光信号線Ｅ２ｒに発光信号が印加されて行方向に隣接した３つの画素回路では各
々緑色，青色及び赤色の有機ＥＬ素子ＯＬＥＤｇ，ＯＬＥＤｂ，ＯＬＥＤｒが発光する。
【００７２】
　更に，第３行の走査線Ｓ３に選択信号が印加される時，（３ｊ－２）番目データ線（Ｄ
１，Ｄ４，…，Ｄｍ－２），（３ｊ－１）番目データ線（Ｄ２，Ｄ５，…，Ｄｍ－１）及
び３ｊ番目データ線（Ｄ３，Ｄ６，…，Ｄｍ）には各々青色，赤色及び緑色の有機ＥＬ素
子ＯＬＥＤｂ，ＯＬＥＤｒ，ＯＬＥＤｇに対応するデータ電圧Ｂ，Ｒ，Ｇが印加される。
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そして発光信号線Ｅ３ｒに発光信号が印加されて行方向に隣接した３つの画素回路では各
々青色，赤色及び緑色の有機ＥＬ素子ＯＬＥＤｂ，ＯＬＥＤｒ，ＯＬＥＤｇが発光する。
【００７３】
　このようにサブフィールド１ＳＦでは，（３ｉ－２）番目走査線（Ｓ１，Ｓ４，…，Ｓ
ｎ－２）に選択信号が印加される時，（３ｊ－２）番目データ線（Ｄ１，Ｄ４，…，Ｄｍ
－２），（３ｊ－１）番目データ線（Ｄ２，Ｄ５，…，Ｄｍ－１）及び３ｊ番目データ線
（Ｄ３，Ｄ６，…，Ｄｍ）には，各々赤色，緑色及び青色の有機ＥＬ素子ＯＬＥＤｒ，Ｏ
ＬＥＤｇ，ＯＬＥＤｂに対応するデータ電圧Ｒ，Ｇ，Ｂが印加されて，行方向に隣接した
３つの画素回路で各々赤色，緑色及び青色の有機ＥＬ素子ＯＬＥＤｒ，ＯＬＥＤｇ，ＯＬ
ＥＤｂが発光する。
【００７４】
　そして（３ｉ－１）番目走査線（Ｓ２，Ｓ５，…，Ｓｎ－１）に選択信号が印加される
時，（３ｊ－２）番目データ線（Ｄ１，Ｄ４，…，Ｄｍ－２），（３ｊ－１）番目データ
線（Ｄ２，Ｄ５，…，Ｄｍ－１）及び３ｊ番目データ線（Ｄ３，Ｄ６，…，Ｄｍ）には各
々緑色，青色及び赤色の有機ＥＬ素子ＯＬＥＤｇ，ＯＬＥＤｂ，ＯＬＥＤｒに対応するデ
ータ電圧Ｇ，Ｂ，Ｒが印加されて，行方向に隣接した３つの画素回路で各々緑色，青色及
び赤色の有機ＥＬ素子ＯＬＥＤｇ，ＯＬＥＤｂ，ＯＬＥＤｒが発光する。
【００７５】
　また，３ｉ番目走査線（Ｓ３，Ｓ６，…，Ｓｎ）に選択信号が印加される時，（３ｊ－
２）番目データ線（Ｄ１，Ｄ４，…，Ｄｍ－２），（３ｊ－１）番目データ線（Ｄ２，Ｄ
５，…，Ｄｍ－１）及び３ｊ番目データ線（Ｄ３，Ｄ６，…，Ｄｍ）には各々青色，赤色
及び緑色の有機ＥＬ素子ＯＬＥＤｂ，ＯＬＥＤｒ，ＯＬＥＤｇに対応するデータ電圧Ｂ，
Ｒ，Ｇが印加されて，行方向に隣接した３つの画素回路で各々青色，赤色及び緑色の有機
ＥＬ素子ＯＬＥＤｂ，ＯＬＥＤｒ，ＯＬＥＤｇが発光する。
【００７６】
　次のサブフィールド２ＳＦで，走査線Ｓ１に選択信号が印加される時，データ線（Ｄ１
，Ｄ４，…，Ｄｍ－２），データ線（Ｄ２，Ｄ５，…，Ｄｍ－１）及びデータ線（Ｄ３，
Ｄ６，…，Ｄｍ）には各々緑色，青色及び赤色の有機ＥＬ素子ＯＬＥＤｇ，ＯＬＥＤｂ，
ＯＬＥＤｒに対応するデータ電圧Ｇ，Ｂ，Ｒが印加される。そして発光信号線Ｅ１ｇに発
光信号が印加されて行方向に隣接した３つの画素回路では各々緑色，青色及び赤色の有機
ＥＬ素子ＯＬＥＤｇ，ＯＬＥＤｂ，ＯＬＥＤｒが発光する。
【００７７】
　また，走査線Ｓ２に選択信号が印加される時，データ線（Ｄ１，Ｄ４，…，Ｄｍ－２）
，データ線（Ｄ２，Ｄ５，…，Ｄｍ－１）及びデータ線（Ｄ３，Ｄ６，…，Ｄｍ）には各
々青色，赤色及び緑色の有機ＥＬ素子ＯＬＥＤｂ，ＯＬＥＤｒ，ＯＬＥＤｇに対応するデ
ータ電圧Ｂ，Ｒ，Ｇが印加される。そして発光信号線Ｅ２ｇに発光信号が印加されて行方
向に隣接した３つの画素回路では各々青色，赤色及び緑色の有機ＥＬ素子ＯＬＥＤｂ，Ｏ
ＬＥＤｒ，ＯＬＥＤｇが発光する。
【００７８】
　更に，走査線Ｓ３に選択信号が印加される時，データ線（Ｄ１，Ｄ４，…，Ｄｍ－２）
，データ線（Ｄ２，Ｄ５，…，Ｄｍ－１）及びデータ線（Ｄ３，Ｄ６，…，Ｄｍ）には各
々赤色，緑色及び青色の有機ＥＬ素子ＯＬＥＤｒ，ＯＬＥＤｇ，ＯＬＥＤｂに対応するデ
ータ電圧Ｒ，Ｇ，Ｂが印加される。そして発光信号線Ｅ３ｇに発光信号が印加されて行方
向に隣接した３つの画素回路では各々赤色，緑色及び青色の有機ＥＬ素子ＯＬＥＤｒ，Ｏ
ＬＥＤｇ，ＯＬＥＤｂが発光する。
【００７９】
　このように，サブフィールド２ＳＦでは（３ｉ－２）番目走査線（Ｓ１，Ｓ４，…，Ｓ
ｎ－２）に選択信号が印加される時，（３ｊ－２）番目データ線（Ｄ１，Ｄ４，…，Ｄｍ
－２），（３ｊ－１）番目データ線（Ｄ２，Ｄ５，…，Ｄｍ－１）及び３ｊ番目データ線
（Ｄ３，Ｄ６，…，Ｄｍ）には各々緑色，青色及び赤色の有機ＥＬ素子ＯＬＥＤｇ，ＯＬ
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ＥＤｂ，ＯＬＥＤｒに対応するデータ電圧Ｇ，Ｂ，Ｒが印加されて，行方向に隣接した３
つの画素回路で各々緑色，青色及び赤色の有機ＥＬ素子ＯＬＥＤｇ，ＯＬＥＤｂ，ＯＬＥ
Ｄｒが発光する。そして（３ｉ－１）番目走査線（Ｓ２，Ｓ５，…，Ｓｎ－１）に選択信
号が印加される時，（３ｊ－２）番目データ線（Ｄ１，Ｄ４，…，Ｄｍ－２），（３ｊ－
１）番目データ線（Ｄ２，Ｄ５，…，Ｄｍ－１）及び３ｊ番目データ線（Ｄ３，Ｄ６，…
，Ｄｍ）には各々青色，赤色及び緑色の有機ＥＬ素子ＯＬＥＤｂ，ＯＬＥＤｒ，ＯＬＥＤ
ｇに対応するデータ電圧Ｂ，Ｒ，Ｇが印加されて，行方向に隣接した３つの画素回路で各
々青色，赤色及び緑色の有機ＥＬ素子ＯＬＥＤｂ，ＯＬＥＤｒ，ＯＬＥＤｇが発光する。
また，３ｉ番目走査線（Ｓ３，Ｓ６，…，Ｓｎ）に選択信号が印加される時，（３ｊ－２
）番目データ線（Ｄ１，Ｄ４，…，Ｄｍ－２），（３ｊ－１）番目データ線（Ｄ２，Ｄ５
，…，Ｄｍ－１）及び３ｊ番目データ線（Ｄ３，Ｄ６，…，Ｄｍ）には各々赤色，緑色及
び青色の有機ＥＬ素子ＯＬＥＤｒ，ＯＬＥＤｇ，ＯＬＥＤｂに対応するデータ電圧Ｒ，Ｇ
，Ｂが印加されて，行方向に隣接した３つの画素回路で各々赤色，緑色及び青色の有機Ｅ
Ｌ素子ＯＬＥＤｒ，ＯＬＥＤｇ，ＯＬＥＤｂが発光する。
【００８０】
　次のサブフィールド３ＳＦで，走査線Ｓ１に選択信号が印加される時，（３ｊ－２）番
目データ線（Ｄ１，Ｄ４，…，Ｄｍ－２），（３ｊ－１）番目データ線（Ｄ２，Ｄ５，…
，Ｄｍ－１）及び３ｊ番目データ線（Ｄ３，Ｄ６，…，Ｄｍ）には各々青色，赤色及び緑
色の有機ＥＬ素子ＯＬＥＤｂ，ＯＬＥＤｒ，ＯＬＥＤｇに対応するデータ電圧Ｂ，Ｒ，Ｇ
が印加される。そして発光信号線Ｅ１ｂに発光信号が印加されて行方向に隣接した３つの
画素回路では各々青色，赤色及び緑色の有機ＥＬ素子ＯＬＥＤｂ，ＯＬＥＤｒ，ＯＬＥＤ
ｇが発光する。
【００８１】
　走査線Ｓ２に選択信号が印加される時，（３ｊ－２）番目データ線（Ｄ１，Ｄ４，…，
Ｄｍ－２），（３ｊ－１）番目データ線（Ｄ２，Ｄ５，…，Ｄｍ－１）及び３ｊ番目デー
タ線（Ｄ３，Ｄ６，…，Ｄｍ）には各々赤色，緑色及び青色の有機ＥＬ素子ＯＬＥＤｒ，
ＯＬＥＤｇ，ＯＬＥＤｂに対応するデータ電圧Ｒ，Ｇ，Ｂが印加される。そして発光信号
線Ｅ２ｂに発光信号が印加されて行方向に隣接した３つの画素回路では各々赤色，緑色及
び青色の有機ＥＬ素子ＯＬＥＤｒ，ＯＬＥＤｇ，ＯＬＥＤｂが発光する。
【００８２】
　走査線Ｓ３に選択信号が印加される時，（３ｊ－２）番目データ線（Ｄ１，Ｄ４，…，
Ｄｍ－２），（３ｊ－１）番目データ線（Ｄ２，Ｄ５，…，Ｄｍ－１）及び３ｊ番目デー
タ線（Ｄ３，Ｄ６，…，Ｄｍ）には各々緑色，青色及び赤色の有機ＥＬ素子ＯＬＥＤｇ，
ＯＬＥＤｂ，ＯＬＥＤｒに対応するデータ電圧Ｇ，Ｂ，Ｒが印加される。そして発光信号
線Ｅ３ｇに発光信号が印加されて行方向に隣接した３つの画素回路では各々緑色，青色及
び赤色の有機ＥＬ素子ＯＬＥＤｇ，ＯＬＥＤｂ，ＯＬＥＤｒが発光する。
【００８３】
　このように，サブフィールド３ＳＦでは（３ｉ－２）番目走査線（Ｓ１，Ｓ４，…，Ｓ
ｎ－２）に選択信号が印加される時，（３ｊ－２）番目データ線（Ｄ１，Ｄ４，…，Ｄｍ
－２），（３ｊ－１）番目データ線（Ｄ２，Ｄ５，…，Ｄｍ－１）及び３ｊ番目データ線
（Ｄ３，Ｄ６，…，Ｄｍ）には各々青色，赤色及び緑色の有機ＥＬ素子ＯＬＥＤｂ，ＯＬ
ＥＤｒ，ＯＬＥＤｇに対応するデータ電圧Ｂ，Ｒ，Ｇが印加されて，行方向に隣接した３
つの画素回路で各々青色，赤色及び緑色の有機ＥＬ素子ＯＬＥＤｂ，ＯＬＥＤｒ，ＯＬＥ
Ｄｇが発光する。そして（３ｉ－１）番目走査線（Ｓ２，Ｓ５，…，Ｓｎ－１）に選択信
号が印加される時，（３ｊ－２）番目データ線（Ｄ１，Ｄ４，…，Ｄｍ－２），（３ｊ－
１）番目データ線（Ｄ２，Ｄ５，…，Ｄｍ－１）及び３ｊ番目データ線（Ｄ３，Ｄ６，…
，Ｄｍ）には各々赤色，緑色及び青色の有機ＥＬ素子ＯＬＥＤｒ，ＯＬＥＤｇ，ＯＬＥＤ
ｂに対応するデータ電圧Ｒ，Ｇ，Ｂが印加されて，行方向に隣接した３つの画素回路で各
々赤色，緑色及び青色の有機ＥＬ素子ＯＬＥＤｒ，ＯＬＥＤｇ，ＯＬＥＤｂが発光する。
また，３ｉ番目走査線（Ｓ３，Ｓ６，…，Ｓｎ）に選択信号が印加される時，（３ｊ－２
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）番目データ線（Ｄ１，Ｄ４，…，Ｄｍ－２），（３ｊ－１）番目データ線（Ｄ２，Ｄ５
，…，Ｄｍ－１）及び３ｊ番目データ線（Ｄ３，Ｄ６，…，Ｄｍ）には各々緑色，青色及
び赤色の有機ＥＬ素子ＯＬＥＤｇ，ＯＬＥＤｂ，ＯＬＥＤｒに対応するデータ電圧Ｇ，Ｂ
，Ｒが印加されて，行方向に隣接した３つの画素回路で各々緑色，青色及び赤色の有機Ｅ
Ｌ素子ＯＬＥＤｇ，ＯＬＥＤｂ，ＯＬＥＤｒが発光する。
【００８４】
　このようにすれば，一つのサブフィールドで同じ行に位置する画素回路で三つの色相が
混合された発光が行われ，また，同じ列に位置する画素回路でも三つの色相が混合されて
発光が行われる。つまり，一つのサブフィールドで全画面で赤色，青色及び緑色で各々発
光する画素回路が複数個存在する。そして一つの画素回路は各サブフィールドで互いに異
なる色相で発光して，一つのフィールドで赤色，青色及び緑色が全て発光する。その結果
，行方向及び列方向に三つの色相が混合されて発光が行われるので，画面の上側領域と下
方向領域の色相が異なるので，発生する色分離現象を除去することができる。
【００８５】
　そして本発明の第５実施例では各行毎に異なる色相で発光するようにしたが，本発明は
これに限定されず，多様な行を一つのグループにまとめてグループ別に異なる色相で発光
するようにすることもできる。また，本発明の実施例では３つの色相の発光素子を使用す
る場合について説明したが，本発明は２種類または３種類以上の色相の発光素子を使用す
る場合にも適用することができる。このような場合については前記で説明した実施例から
容易に分かるので，詳細な説明を省略する。
【００８６】
　また，本発明の第５実施例では行方向及び列方向に全て色相を混合して発光させたが，
これとは異なって列方向には同一色相で発光させ，行方向にのみ色相を混合して発光させ
ることもできる。
【００８７】
　以上，本発明の好ましい実施例について詳細に説明したが，本発明の権利範囲はこれに
限定されず，請求範囲で定義している本発明の基本概念を利用した当業者の多様な変形及
び改良形態もまた本発明の権利範囲に属する。
【図面の簡単な説明】
【００８８】
【図１】本発明の第１実施例による有機ＥＬ表示装置の概略的な平面図である。
【図２】図１の有機ＥＬ表示装置に用いる画素の概略的な概念図である。
【図３】本発明の第１実施例による有機ＥＬ表示装置の画素を示す回路図である。
【図４】本発明の第１実施例による有機ＥＬ表示装置の信号タイミング図である。
【図５】本発明の第２実施例による有機ＥＬ表示装置の信号タイミング図である。
【図６】本発明の第３実施例による有機ＥＬ表示装置の信号タイミング図である。
【図７】本発明の第４実施例による有機ＥＬ表示装置の画素を示す回路図である。
【図８】本発明の第４実施例による有機ＥＬ表示装置の信号タイミング図である。
【図９】本発明の第５実施例による有機ＥＬ表示装置の画素行列を示す回路図である。
【図１０】本発明の第５実施例による有機ＥＬ表示装置の信号タイミング図である。
【符号の説明】
【００８９】
　１００　表示部（画素行列）
　１１０　画素
　１１１　各画素内の発光素子駆動部
　２００　選択走査駆動部
　３００　発光走査駆動部
　４００　データ駆動部
　１ＳＦ，２ＳＦ，３ＳＦ　サブフィールド
　Ｃ１　キャパシタ



(18) JP 4102368 B2 2008.6.18

10

　Ｄ１～Ｄｍ　データ線
　Ｅ１ｒ，Ｅ１ｇ，Ｅ１ｂ　各色発光信号線
　Ｍ１　駆動トランジスタ
　Ｍ２　スイッチングトランジスタ
　Ｍ３ｒ，Ｍ３ｇ，Ｍ３ｂ　各色発光トランジスタ
　ＯＬＥＤｒ，ＯＬＥＤｇ，ＯＬＥＤｂ　各色有機ＥＬ素子
　Ｒ，Ｇ，Ｂ　各色データ電圧
　Ｓ１～Ｓｎ　選択走査線
　Ｅ１～Ｅｎ　発光走査線
　ＶＤＤ　正極側の電源線
　ＶＳＳ　負極側の電源線

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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